
自由が丘横山内科クリニック院内新聞 第２５号 

2012 年 4 月から国際標準化に伴い 

HbA1c ヘモグロビンエーワンシーが変わりました 

 

ＨｂＡ１ｃは、過去1-2か月間の血糖値の平均値を反映し、糖尿病の診断や血糖コントロール

の指標となります。以前の HbA1cの数値と比較するときは、０．４％引いて考えます。 

２０１３年４月からは健康診断や人間ドックでもこの数値が使用されます。 

 

Q.血糖が高くなったの？ 

A.基準が変更となったので、血糖が悪くなったわけではありません 

Q.新旧の HbA1c はどこで見分けるの？ 

A.以前までの HbA1cは“JDS値”、新しい値は“NGSP値”と区別されます 

    
十

一
月

十
四

日
は

、
『

世
界

糖

尿
病

デ
ー

』
で

す
。

世
界

中
で

糖
尿

病
の

啓
発

運
動

が
行

わ
れ

ま
す

。
道

内
で

は
札

幌
テ

レ
ビ

塔
や

、
釧

路
市

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

が
テ

ー
マ

カ
ラ

ー
で

あ
る

ブ
ル

ー
に

ラ
イ

ト
ア

ッ
プ

さ
れ

ま
し

た
。

 
 

平
成

二
十

四
年

十
一

月
十

四

日
患

者
講

習
会

で
は

、
糖

尿
病

と
イ

ン
ク

レ
チ

ン
に

つ
い

て
横

山
院

長
が

講
演

を
行

い
ま

し
た

。 
  

     

     
院
長

院
長

院
長

院
長

 
横
山

横
山

横
山

横
山

 
宏
樹

宏
樹

宏
樹

宏
樹

 

糖
尿

病
と

は
、

慢
性

的
に

血

糖
値

が
高

く
な

る
病

気
で

す
。

私
た

ち
が

食
物

を
摂

る
と

消
化

吸
収

さ
れ

て
血

液
中

の
ブ

ド
ウ

糖
が

増
え

ま
す

。
通

常
で

は
そ

の
増

え
た

ブ
ド

ウ
糖

は
膵

臓
の

β
(
ベ

ー
タ

)
細

胞
か

ら
分

泌
さ

れ
る

イ
ン

ス
リ

ン
の

作
用

に
よ

っ
て

、
脳

や
筋

肉
な

ど
身

体
を

動
か

す
エ

ネ
ル

ギ
ー

と
し

て
消

費
さ

れ
た

り
、

肝
臓

に
蓄

積
さ

れ
た

り
し

ま
す

。
 

 し
か

し
増

え
た

ブ
ド

ウ
糖

が

そ
の

ま
ま

血
液

の
中

に
取

り
残

さ
れ

て
し

ま
う

と
高

血
糖

と
な

り
ま

す
。

こ
の

よ
う

な
高

血
糖

状
態

を
引

き
起

こ
す

大
き

な
原

因
は

二
つ

あ
り

ま
す

。
一

つ
は

イ
ン

ス
リ

ン
の

分
泌

量
が

少
な

い
、

ま
た

は
イ

ン
ス

リ
ン

の
分

泌
が

遅
い

「
イ

ン
ス

リ
ン

分
泌

不
全

」
。

も
う

一
つ

は
分

泌
さ

れ

た
イ

ン
ス

リ
ン

の
効

き
が

悪
い

「
イ

ン
ス

リ
ン

抵
抗

性
」

で
す

。 
糖

尿
病

患
者

さ
ん

の
身

体
の

中
で

は
、

食
生

活
や

年
齢

な
ど

の
環

境
的

要
因

と
遺

伝
的

要
因

を
背

景
と

し
、

イ
ン

ス
リ

ン
分

泌
不

全
と

、
イ

ン
ス

リ
ン

抵
抗

性
の

二
つ

の
要

因
が

高
血

糖
を

引
き

起
こ

し
て

い
る

の
で

す
。

 
 
イ

ン
ク

レ
チ

ン
は

、
食

事
の

消
化

吸
収

に
伴

い
小

腸
か

ら
分

泌
さ

れ
る

ホ
ル

モ
ン

の
総

称
で

す
。

イ
ン

ス
リ

ン
や

グ
ル

カ
ゴ

ン
な

ど
血

糖
調

節
に

重
要

な
ホ

ル
モ

ン
の

分
泌

に
深

く
関

わ
っ

て
い

ま
す

。
 

                       

 

第第第第 25252525 号号号号    

平成平成平成平成 24242424 年年年年

11111111 月月月月 



自由が丘横山内科クリニック院内新聞 第２５号 

糖尿病と付き合う為の、必須知識 

1. ＨｂＡ１ｃ･･･約２か月間の血糖コントロールの指標。目標は６.９%未満。 

2. ３大合併症･･･網膜症、神経障害、腎症。 

3. 糖尿病がある人の血圧は…１２０mmHg台かつ７０mmHg台、あるいはそれ以下に。 

4. 糖尿病がある人の脂質は･･･ＬＤＬコレステロール(悪玉)で１００mg/dl以下に。 

5. 肥満の解消!! 体重=身長(m)×身長(m)×２５以下に。 

例)身長１７０㎝なら、１.７×１.７×２５=７２.２kg 

6. 上記を基準に、脳梗塞、心筋梗塞を防ぐことが、最も大切だとは思いませんか？ 

   
                    

糖
尿

病
患

者
の

方
で

は
イ

ン

ク
レ

チ
ン

の
分

泌
量

が
低

下
し

て
い

る
こ

と
が

知
ら

れ
て

い
ま

す
。

つ
ま

り
こ

の
イ

ン
ク

レ
チ

ン
の

作
用

不
全

が
糖

尿
病

の
原

因
と

い
う

こ
と

が
で

き
ま

す
。

 
 

近
年

イ
ン

ク
レ

チ
ン

の
作

用

を
強

め
る

Ｄ
Ｐ
Ｐ

Ｄ
Ｐ
Ｐ

Ｄ
Ｐ
Ｐ

Ｄ
Ｐ
Ｐ

-
４４ ４４
阻
害
薬

阻
害
薬

阻
害
薬

阻
害
薬

と
、

イ
ン

ク
レ

チ
ン

に
似

た
Ｇ
Ｌ
Ｐ

Ｇ
Ｌ
Ｐ

Ｇ
Ｌ
Ｐ

Ｇ
Ｌ
Ｐ

-

１１ １１
ア

ナ
ロ

グ
ア

ナ
ロ

グ
ア

ナ
ロ

グ
ア

ナ
ロ

グ
製

剤
製

剤
製

剤
製

剤
を

注
射

す
る

治
療

が
広

く
行

わ
れ

る
よ

う
に

な
り

ま
し

た
。

Ｄ
Ｐ

Ｐ
-
４

阻
害

薬
は

低
血

糖
や

体
重

増
加

の
副

作
用

が
な

く
、

当
院

の
糖

尿
病

患
者

さ
ん

の
半

数
近

く
の

方
が

服
用

し
て

い
ま

す
。

 
 

 
     

た
だ

し
こ

の
お

薬
で

も
Ｈ

ｂ

Ａ
１

ｃ
が

高
い

方
、

糖
尿

病
の

罹
病

期
間

が
長

い
方

、
強

い
イ

ン
ス

リ
ン

分
泌

刺
激

作
用

を
持

つ
ス

ル
ホ

ニ
ル

ウ
レ

ア
剤

を
高

容
量

使
用

し
て

い
る

方
な

ど
で

は
効

果
が

不
十

分
で

あ
っ

た
り

、

減
弱

し
た

り
す

る
こ

と
も

わ
か

っ
て

き
ま

し
た

。
ま

た
飲

み
薬

同
士

の
相

性
も

あ
り

ま
す

。
 

ど
ん

な
に

夢
の

よ
う

な
素

晴

ら
し

い
お

薬
で

あ
っ

て
も

、
そ

の
効

果
を

充
分

に
発

揮
す

る
為

は
食

事
や

運
動

療
法

に
し

っ
か

り
取

り
組

む
こ

と
が

大
切

で
す

。 
 

糖
尿

病
に

対
す

る
考

え
方

が

ど
ん

ど
ん

変
わ

っ
て

き
て

い
ま

す
。

原
因

の
解
明

が
進

み
、

治

療
へ
反
映

さ
れ

て
、
最

近
の

患

者
様

の
合
併
症

は
減

り
長

生
き

で
き

る
よ

う
に

な
っ

て
い

ま
す

。

イ
ン

ク
レ

チ
ン

関
連

薬
に

は
飲

み
薬

と
注

射
薬

が
あ

り
、
多
社

か
ら
出

て
い

ま
す

。
十

年
後

は

こ
れ

ら
の

薬
剤

が
ど

の
よ

う
に

評
価

さ
れ

て
い

る
の

で
し
ょ

う

ね
。

日
々

、
皆
様

の
デ

ー
タ

か

ら
私
達

も
研
鑽

を
積

み
、

ベ
ス

ト
な
医

療
を
探
求

し
た

い
と
思

い
ま

す
。
良

い
薬

が
目
白
押

し

で
開

発
さ

れ
る

中
、
皆
様

も
よ

り
健
康

に
留
意

し
て

、
元

気
に

楽
し

く
糖

尿
病

と
お
付

き
合

い

く
だ

さ
い

。
 

  
寒

さ
が

増
し
忘

年
会

に
新

年

会
と
美
味

し
い
誘
惑

の
多

い
季

節
に

な
り

ま
し

た
。
今

年
は
腹

八
分
目

に
し

て
、

一
年

間
頑
張

っ
て
働

い
て

き
た

体
に

も
や

さ

し
く

し
て

あ
げ

ま
せ

ん
か

。
 

    第
三
十
四
回
患
者
講
習
会
は
 

平
成
二
十
五
年
二
月
の
予
定
で
す
。
 

皆
様
の
ご
参
加
を
心
か
ら
 

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 


